
 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

第 3023 回例会/No.20  2016 年 11月 29 日 

◆菊の会合同夜例会 

 
  
１． 開会点鐘  
２． ロータリーソング斉唱  
３． 四つのテスト  
４． 会長の時間  
５． ゲストスピーチ(米山奨学生/岩手大学)  

ダヴァードルジ・ボルトバヤル君（ｳﾗﾝﾊﾞｰﾄﾙ）               
６． 幹事および委員会報告 
７． 出席報告  
８． ニコニコボックス  
９． 閉会点鐘 

 
 
 
 
・12/10（土）明るいイーハトーブを目指して～平成 28 年度花巻市
市民憲章運動推進大会～の開催について(ご案内) 

花巻市市民憲章促進協議会会長 三田 望 
 
・12 月ロータリーレート  1 ドル＝106 円 
 

 

                       

■四つのテスト         三田 望 君  
  
■会長の時間「18 回/46 回」 吉田 和洋 君  
 

みなさんこんにちは！ 
今朝は強い揺れで起こされま
した。ニュージーランド地震
から 1 週間。震源は福島県沖
深さ 10Km 震度 5 弱 M7.3。
東日本大震災と同じ深さ。先
週と同じく花巻は震度 3 程度
でしたが、太平洋沿岸に広く
津波に関する警報と一部地域
には避難指示が出て、実際に
津波が到達しております。 
沿岸地域は復興途中でもあ

りますし、台風の被害も受け
ていますので、被害がなければいいなと思います。寒く
なると地震が多くなる傾向があります。あらためて、注
意や日頃の備えが肝心と思いました。 
 
その東日本大震災津波の被災地大船渡で先週末は、第

2520 地区大会が開催されました。19 日は私と鹿射幹事
と出席してきました。20 日には、13 名での参加となり
ました。ご多用のところありがとうございました。 
土曜日は、午後より会長・幹事会からのスタートです。

北クラブ佐藤会長のご配慮をいただき、佐藤会長の会社
のバスで会場のリアスホールまで送っていただき助か
りました。なかなか大船渡へ公共交通機関で・・という
のは結構時間がかかります。 

 
会長幹事会では、竹腰 RI 会長代理の挨拶と講話をいた

だき、各委員会報告、昨年度の収支決算、地区大会決議
案の審議がなされました。竹腰 RI 会長代理の講話では、
ロータリー活動についての会長・幹事や会のありかたな
どをレジメをもとに話されました。 
ここで、ジョン F・ジャーム会長の思いとして・・と

題されたレジメを紹介します。 
 

・本年度の目標の第一はクラブのサポートと強化です。 
その一は、会員の増強を計る、といっても単に数を増
やすのではなく、善き行動をより多く実現し、将来の
ロータリーリーダーとなっていただけるロータリアン
を増やすこと。 

・第二は、ロータリー財団に対するロータリアンの知識･
参加･寄付の向上であり、 

・第三は、人道的奉仕の重点化と増加であり、一つ目と
して永久にポリオを撲滅すること。二つ目は財団の補
助金と 6 つの重点分野（平和と紛争予防/紛争解決/疾
病予防と治療/水と衛生/母子の健康/基本的教育と識
字率向上/経済と地域社会の発展）を通じて、ロータリ
ーの人道的奉仕の質と影響を高めること。 

・第四は公共イメージと認知度の向上です。世界でよい
ことを続けてきた 100 年の歴史における財団の功績、
特にもポリオプラスの成果に対するイメージを高める
ことにあります。今年度は特にもソーシャルメディア
を通じて、人々に活動を知らせ、ロータリーの存在を
知ってもらい、もっと多くの入会者を募り、プロジェ
クトにも参加していただきたいと、ジョン F・シャー
ム氏は発言しています。 

という内容でした。 
 
若干時間が押しましたが、場所を大船渡プラザホテル

での RI 会長代理歓迎晩さん会へと移動。 
晩さん会では、長安寺太鼓の歓迎を受け開会。手作り感
たっぷりの晩餐会でした。そこで、地区大会ゴルフでご
一緒した石巻東 RC の菅原さんと再会。 
明日に期待し、閉会後、南クラブさん北クラブさんと

一緒に歩いて近くの復興屋台村へ行き、居酒屋で慰労会。
その後、屋台村のラーメン屋へ入り、締めのラーメンを
食し、宿泊先へ歩いて向かいました。 
最後に、いただいたレジメのロータリーの鉄則 をご

紹介して会長の時間を終わりたいと思います。 
 

一、ロータリーを真摯に学び、ロータリーに自信を持つ
べきこと 

一、ロータリーに自信を持つがゆえに、他人に対して優
越感を持つべからざること 

一、すべての人に対して謙虚であるべきこと 
 
皆様は、どのようにとらえますか？   
今週末は、花巻南ロータリークラブさんの 50 周年、

花巻リトルシニア卒団式に出席します。 
来週は、米山奨学生スピーチ合同夜例会ですので、ご

出席お願いいたします。会長の時間を終わります。 
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『三方よし、プラス One(世界)よし！』 

 
◆国際ロータリー第 2520 地区 

            地区大会報告 
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◆今後のプログラム 

 

◆今後のプログラム案 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
濱守ガバナー肝いりの新鮮な海の幸と温かい心尽くしのおもて

なしで全世界からの支援への感謝を表して頂いた地区大会。難民
問題に関する生々しい知見を与える講演会も素晴らしく、参加者
一同、新たな発見と感動を頂きました。これを手作りでご準備頂
いた大船渡西 RC の皆様に心より御礼申し上げます！ 

 
 
 
32 人中 11 人の出席 
出席率    40.7％   前回修正   59 .2％ 
 
メーキャップ  
11/19(土)地区大会会長･幹事会 吉田会長、鹿討幹事 
11/20(日)地区大会本会議 吉田会長はじめ計 13 名 
          （※参加者は上記報告を参照） 

 
 
 

◇吉田 和洋 君 『今朝の地震は少し強めでした。2 週連続
です。地区大会ご苦労様でした。 13 名の参加ありがとう
ございました。 来週は米山奨学生スピーチの夜例会です。
よろしくお願い致します。』 

 
◇谷村 繁 君 『大船渡西ロータリークラブに地区大会の感
謝とエールを！』 

 
◇佐々木 史昭君 『本日、私のロータリー財団への寄付
累計額がポールハリスフェローに届いたようで、認証書と
ピンを頂きました。初体験です。地区の委員会に出向し、
寄付額は地区内の発言力と相関関係が強い事を認識し、寄
付の重要性を学びました。』 

 
◇阿部 一郎君『11/20 の地区大会に出席された方々、ご苦
労様でした。初めての参加となりましたが、大会の雰囲気
を味あわせて頂きました。あわびを前面に出した大懇親会
には感激させて頂きました。』 
 

◇鹿討 康弘君『地区大会には 13 名の参加を頂き誠にあり
がとうございました。いつも鉋（かんな）で削ったような、
薄っぺらなアワビを食べていますが、歯ごたえのある肉厚
のアワビを堪能いたしました。毎年、地区大会は大船渡で
開催して頂きたいものです。』 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

12/6 (火) 慶祝者スピーチ 
12/13(火) クラブ総会（次年度役員選出） 
12/20(火) Xmas 家族会（家族合同夜例会） 
12/27(火) 休会 

1/3(火) 休会 

クラブ会報委員会 
委員長：橋川秀治（サブ）、 副委員長：佐藤誠吾 

委員：多田浩二、前田 毅  AD：鹿討康弘(今回担当)  

◆ニコニコボックス 

◆出席報告 ///// 

◆第 3022 例会メニュー 

  

「白身魚フライ串カツ」 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

竹腰 RI会長代理 
 
 
 
 
 
 
 

ウニやアワビのパレード 

 
 
 
 
 
 
 
 

竹腰 RI 会長代理の話を聴いて、あらため
てロータリーに入って良かったなぁと感動
しました。大げさに言うと、生まれてきた
からには人のお役に立ちたいという願望が
あるわけですが、一人ひとりの力には限界
があります。ロータリーのような団体の知
恵やお金やパワーを結集すると何かが起き
てくる、そんなことを感じた大会でした。 

＜三田望君＞ 
 
 
 
 
 
 

ポリオワクチンを与えた時、「ありがと
う。その子は僕の妹なんだ」と言ったのは
腕と腰が萎えた少年でした。地区大会にお
いて竹腰ＲＩ会長代理からこのような紹介
がありました。ポリオのない世界は本当に
「あと少し」です。しかしその「あと少し」
は世界の紛争地帯です。ロータリー財団が
100 周年を迎えるに当たり、世界の平和を
願いたいものです。 ＜谷村 繁君＞ 
 
 
 
 
 
 
 

参加者（※印は報告者）：※吉田和洋、※鹿討康弘、※
三田 望君、佐藤良介君、※谷村 繁君、上田 穣君、
笹木賢治君、滝田吉郎君、※佐々木史昭君、伊藤隆規君、
※阿部一郎君、橋川秀治君、※藤田勝敏君（以上 13 名） 
 
 
 
 
 
 

  

ロータリー財団寄付・ポールハリス
フェロー認証書を待つ佐々木君と
胸に輝くピンバッジ 
 
 
 
 
 
 


